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主  論  文  の  要  旨  
Flagellar filament structural protein induces Sjögren’ s syndrome-like 
sialadenitis in mice (鞭毛線維構造蛋白はマウスにおいてシェーグレン症候
群様唾液腺炎を惹起する ) 
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復投与の影響とその機序について解析を行った。GST タグ付き FliC リコンビナ
ント蛋白を精製し、C57BL/6 マウスに対し、FliC 換算でそれぞれの群に 10、30、
100 μ g ずつ週 1 回計 8 週投与した。コントロール群には同量のリコンビナン
ト GST 蛋白を投与した。投与後 1 週及び 15 週に各種評価を行った。投与後 1
週では組織学的変化を認めなかったが、投与後 15 週に FliC 投与群で約 51 ％
(14 匹中 8 匹 )のマウスに唾液腺炎を認めた。さらに、FliC 投与群で血清中の抗
SSA/Ro 抗体値及び total IgG、 IgG1、 IgG2a 値がコントロール群と比べ有意に
上昇していた。さらに、血清 IL-1β、IL-12p70、IL-13、IFN-γ、IL-23 濃度が
FliC 投与群で高い傾向があった。以上より、FliC の反復投与がマウスのシェー
グレン症候群様唾液腺炎を惹起することが示唆された。                     
